

















































































































































































頼j と「親愛j を基盤する教育的関係を構築し難い状況が生み出されている。著者は、 SVNにおけ
る教育を「教師と子どもの相互行為j として彼ら自身のパースペクティフに沿って内側からみてい
くことによって、学校が近代教育によって提示される理念に沿った教育的な営みによってではなく、
日々の相互行為の中で互いの解釈と意味の共有によって存在していることを描き出している。具体
的には、 iSVNの学習は倍加学習を基本とし、そこでは『教える過程』と『教えられる過程』が開
時に存在し、生徒個人に帰属する能力概念で生徒を測定するよりも、他者とのつながりの中で学習
結果がとらえられる傾向がみられること。また規則・賞罰システムも当事者間の共通理解に基礎を
置き、賞誤作用も特定行為に対する評価行為に限定されていること。さらにインド農村の伝統社会
と近代社会との文化的な雨義性の中で問いを重ねることで、設立者の教育観が次第に形成されつつ、
『融和的な知』を特色とするSVNが形づくられていったこと。 j などである。それらは、教育的な
営みによる教師や学校の価値を内面化することで形成されたものではなく、インド農村の学校とい
う場に存在していた可能性が有機的に関連づけられることによって生まれたものである。このよう
な牧歌的なSVNの教育的な営みは、今日の権力の渦巻く、しかも混沌する複合的なわが閣の教育状
況には、一見すると慰1染が薄いように思われる。しかし、学校教育の抱える今目的問題への対応に
こそ、著者がクリシュナムルティ・スクールの教育的な営みを描出するために採った「民族誌的ス
タンスに立って実践することj の核心があると考える。
おわりに
今自、個々の学校が大衆社会的状況の波に押し流されて、学校としての本務や価値を見失い、八
方塞がりの状態に陥ってる点は否めない。学校が多忙化や管理によって教室から自由な雰囲気を奪
われ、子どもも教師も活気を失い、人間的な温かみがなくなってきているという論調は枚挙に椴が
ない。しかし、クリシュナムルティ・スクールの民族誌の中で語られる教育的な営みに謙虚に向き
合うと、今日の学校教育が閉塞状況に焔っている要因を窺い知ることができる。すなわち、現実は
単純に教師が管理や多忙化に縛られているのではなく、そのような言説に覆われた社会的状況の中
で、学校経営の組織とその実態が学校の自律性の進展を妨げていることに、看過し難い原因がある
と考える。
今、このような閉塞状況を打開するためには、著者のナラティフとしての民族誌が鋭く指摘して
いるように、本質を見抜く冷静な限をもつことである。つまり、教師自身が学校教育をめぐる言説
に覆われた自身や児童・生徒の行為解釈から離れて、冷静にその営みをみつめ、内省することの重
要性である。
以上、今回の書評は「学校現場に関かれるj という私の問題関心からのものである。その点から
いえば、偏った見方であるとの誹りは免れないかもしれない。しかし、本書が知らず知らずの内に、
私の身に纏わりついていた「学校教育の既成観念j を打ち砕いてくれた新鮮さは、紛れもない事実
である。
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